
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
の
5

つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」（
図
１
）
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
認
知

症
高
齢
者
の
支
援
体
制
の
推
進
を
は
じ
め
、
運

動
指
導
員
の
派
遣
に
よ
る
地
域
で
の
介
護
予
防

事
業
や
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
を
軽
減
す
る
高

齢
者
外
出
支
援
事
業
の
実
施
な
ど
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

介
護
人
材
の
育
成
と
確
保

　
高
齢
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
福
祉

施
設
に
お
い
て
不
足
す
る
介
護
人
材
を
質
・
量

の
両
面
か
ら
育
成
・
確
保
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
特
に
、
府
北
部
で
人
材
不
足
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
府
と
北
部
５
市
２
町
で

連
携
・
役
割
分
担
し
、
新
た
な
人
材
育
成
か
ら

現
任
職
員
の
資
質
向
上
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組

シリーズ

市政の

「今」No.25

地
域
医
療
と
地
域
福
祉
の

                       

充
実
を
目
指
し
て

　

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
構
造
の
変
化
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
本
市
で
は
市
内
の
公
的
病
院
が
互
い
に
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
急
性
期
・
回
復

期
・
慢
性
期
の
継
ぎ
目
の
な
い
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

市
民
の
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
25
回
は
、
地
域
医
療
と
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
あ
た
か
も
一
つ
の
総
合
病
院
」

 

と
し
て
高
度
医
療
を
提
供

　
医
師
確
保
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
医
療
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

平
成
24
年
3
月
に
新
た
な
計
画
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
」
は
、
医

療
機
能
の
「
選
択
と
集
中
」、「
分
担
と
連
携
」

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
東
西
地
域
の
医
療
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
市
内
の
公
的
病
院
の

特
徴
的
な
診
療
機
能
を
セ
ン
タ
ー
化
し
、
病
院

間
の
連
携
に
よ
る
「
安
心
の
医
療
」
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
脳
卒
中
な
ど
の
脳

疾
患
に
対
応
す
る
「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
と
早

産
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
に
対
応
す
る
「
周

産
期
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」、
舞
鶴
共
済
病
院
は
、

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
心
臓
疾
患
に
対
応

す
る
「
循
環
器
セ
ン
タ
ー
」、
舞
鶴
赤
十
字
病

院
は
、
整
形
外
科
が
充
実
し
て
い
る
特
徴
を
生

か
し
た
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
診
療
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、舞
鶴
市
民
病
院
は
療
養
病
床
に
特
化
し
、

お
互
い
が
連
携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
市
内
の
公
的
病
院
の
連
携
体
制
の
強
化
に
よ

り
「
あ
た
か
も
一
つ
の
総
合
病
院
」
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

救
急
医
療
体
制
の
拡
充

　
休
日
に
お
け
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、「
舞

鶴
市
休
日
急
病
診
療
所
」
を
10
月
25
日
か
ら
舞

鶴
医
師
会
の
協
力
を
得
て
開
設
し
ま
し
た
（
写

真
１
）。
同
診
療
所
で
は
、
休
日
に
お
け
る
入

院
や
手
術
を
要
し
な
い
比
較
的
軽
度
な
病
状
の
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人
を
対
象
と
し
た
一
次
救
急
医
療
を
担
い
ま

す
。舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
、

当
面
は
、
月
２
回
の
診
療
を
実
施
。
今
後
も
公

的
３
病
院
（
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
、
舞
鶴
共
済

病
院
、
舞
鶴
赤
十
字
病
院
）
の
医
師
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
入
院
や
手
術
が
必
要

な
重
度
の
病
気
・
け
が
を
対
象
と
す
る
二
次
救

急
医
療
に
つ
い
て
は
、
公
的
３
病
院
に
よ
る
輪

番
体
制
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
、
休
日
に
お
け

る
救
急
医
療
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

生
き
生
き
と
し
た
長
寿
社
会
づ
く
り

　
急
速
な
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
高
齢
者
が

尊
厳
を
保
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
健

康
で
生
き
が
い
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
性
が
、
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の

世
代
」
の
75
歳
到
達
な
ど
に
よ
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
需
要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
3
年
間
を
期
間
と
す

る
「
第
6
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
医

▲写真２: 舞鶴 YMCA 国際福祉専門学校開校式

む
「
府
北
部
福
祉
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
。
そ
の
う
ち
本
市
に
お
い
て
は
、
舞
鶴
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
国
際
福
祉
専
門
学
校
を
誘
致
し
、
本
年
４

月
に
開
校
し
た
と
こ
ろ
で
す
（
写
真
２
）。

　
市
で
は
、
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
を
地

域
で
育
成
し
、
就
労
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
れ

ら
の
仕
組
み
を
通
じ
て
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

福
祉
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

早
期
自
立
に
向
け
た
支
援

　
近
年
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
生
活

困
窮
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
福
祉
や
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
や
困
り
ご
と
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

す
る
「
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
※
11
㌻

に
関
連
記
事
）
を
本
年
４
月
よ
り
開
設
し
て
い

ま
す
（
写
真
３
）。
多
重
債
務
な
ど
の
生
活
困

窮
者
の
課
題
解
決
や
家
計
相
談
な
ど
、
生
活
再

建
に
係
る
相
談
に
早
期
か
つ
包
括
的
に
応
じ
な

が
ら
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

舞鶴共済病院

舞鶴市民病院

連携

脳卒中センター、周産期サブセンター 循環器センター

舞鶴地域医療
連携機構

療養病床 リハビリテーションセンター

連携

舞鶴赤十字病院

連携

舞鶴医療センター▲写真３: 生活支援相談センター（本館１階）

図１：地域包括ケアシステムの姿

「あたかも一つの総合病院」として高度医療を提供

写
真
１
：
開
設
さ
れ
た
舞
鶴
市

休
日
急
病
診
療
所

出典：厚生労働省
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